
名 船  発  掘 く汽船〉

《主要目〉貨客船、鋼製、大阪商船所属、60総 トン、主機三

追成汽機 1基、最大出力520馬力、最高速力 1ノッ ト、旅暮定

員 (北日本汽船時代の数字)一等 0名、二等20名、二等226名、

890年三菱長崎造船所建造、姉妹船木曾川丸、信濃川丸

筑 後 川 丸

国産の三連成汽機を装備した日本で

最初の銅製汽船

日
本
初

の
鋼
製
汽
船

は

「
球
磨
川
丸
」

船
会
社
や
造
船
所
の
社
史
は
、
船
舶
史
の
研
究
に

は
べ
ん
り
な
史
料
で
は
あ
る
が
、
関
連
資
料
を
比
較

参
照
す
る
な
り
し
て
、
吟
味
し
て
読
ま
な
い
と
、
史

実
を
誤

っ
て
思
い
込
む
お
そ
れ
が
あ
る
。
社
史
は
、

そ
の
性
格
上
、
自
社
の
事
業
や
技
術
を
き
わ
だ

っ
て

見
せ
た
い
た
め
、
記
述
が

一
方
的
に
な
り
が
ち
だ
か

ら
で
あ
る
。
不
精
者
の
筆
者
な
ど
、
と
き
お
り
こ
れ

で
泣
か
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、　
一
八
九
〇

（明
治
二
十
三
）
年
に
建

造
さ
れ
た
大
阪
商
船
の

「筑
後
川
丸
」
の
場
合
、
建

造
所
の
三
菱
の
社
史
で
は
、
同
船
を

″
わ
が
国
最
初

の
鋼
製
汽
船
″
と
記
述
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
大
阪
商
船
の

『
八
十
年
史
』
に
は
、

″明
治
二
十
三
年
二
月
大
阪
鉄
工
所
で
日
本
最
初
の

鋼
製
汽
船
球
磨
川
丸
を
建
造
し
た
″

と
あ
り
、
同
社
の
別
船
の
名
前
が
出
て
き
て
、
迷

わ
さ
れ
る
。
大
阪
鉄
工
所
の
後
身
で
あ
る
日
立
造
船

の
社
史
も
、
む
ろ
ん
、
「球
磨
川
丸
」
の
ほ
う
を
日

本
最
初
の
鋼
製
汽
船
と
し
て
い
る
。

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
。

労
を
い
と
わ
ず
、
両
船
の
竣
工
時
期
を
調
べ
れ
ば

い
い
わ
け
だ
。
諸
史
料
を
比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

こ
ん
な
結
果
が
出
た
。

筑
後
川
丸
　
一
八
九
〇
年
二
月
進
本
、
同
年
五
月

竣
工



球
磨
川
丸
　
一
人
八
九
年
十
二
月
進
水
、　
一
八
九

〇
年
二
月
竣
工

つ
ま
り
、
″わ
が
国
最
初
の
鋼
製
汽
船
ク
の
輝
か

し
い
称
号
は
、
三
カ
月
先
計
の

「球
磨
川
丸
」
に
与

え
る
の
が
妥
当
と
い
う
結
論
に
な
る
。

結
果
的
に
は
、
大
阪
商
船
社
史
の
記
述
が
正
し
か

っ
た
わ
け
だ
。
が
、
同
じ
商
船
の
社
史
で
も
、
戦
前

版
の

一五
十
年
史
」
を
見
る
と
、　
一
八
八
九

（明
治

二
十
二
）
年
竣
工
の

″鉄
製
″
汽
船

「加
茂
川
丸
」

（漢
字
表
記
は

『船
名
録
』
に
よ
る
）
を
、
″
日
本

最
初
の
鋼
船
六
空
ク
に
合
め
て
お
り
、
こ
れ
が
ま
た

混
乱
の
も
と
を
つ
く
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
日
本
の
造
船
界
は
、
ち
ょ
う
ど
鉄
船

か
ら
鋼
船

へ
移
行
す
る
過
渡
期
に
あ
っ
た
た
め
、
こ

の
よ
う
な
誤
り
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

国
産
三
達
成
汽
機
を
初
搭
載

「筑
後
川
丸
」
級

ご
承
知
の
よ
う
に
、
「筑
後
川
丸
」
に
は
も
う

一

つ
、
″国
産
の
三
達
成
汽
機
を
搭
載
し
た
最
初
の
汽

船
″
と
い
う
勲
章
も
つ
い
て
い
る
。
三
菱
重
工
の
社

史
を
は
じ
め
多
く
の
史
幸
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
だ

が
、
念
の
た
め
こ
れ
も
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
ず

「球
磨
川
丸
」
の
ほ
う
か
ら
調
べ
る
と
、
造

船
協
会
編
の

『日
本
近
世
造
船
史
』
に
は
、
な
ぜ
か

同
船
の
記
事
は
な
い
。
が
、
日
立
造
船
の
社
史
は
、

「球
磨
川
丸
」
の
主
機
を
英
国
製
の
二
連
成
と
し
て

お
り
、
こ
れ
は
信
用
で
き
そ
う
だ
。

い
っ
ぼ
う
、
「筑
後
川
丸
」
の
三
連
成
汽
機
で
あ

る
が
、
「日
本
近
世
造
船
史
革
は
、
こ
れ
を

″三
菱

長
崎
造
船
所
の
製
造
″
と
し
、
汽
機
の
寸
法
ま
で
掲

げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
イ
ラ
ー
と
も
ど
も
国

産
品
と
す
る
史
実
は
事
実
と
み
て
い
い
。

ち
な
み
に
、
「筑
後
川
丸
」
級
三
隻
と
同
時
期
に

川
崎
造
船
所
で
誕
生
し
た
鋼
製
汽
船

「多
摩
川
丸
」

「富
士
川
丸
」
の
主
機
は
、
国
産
の
二
連
成
汽
機
で

あ
る
。
話
が
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
造
船

史
上
有
名
な
こ
の
大
阪
商
船
の
鋼
船
六
隻
シ
リ
ー
ズ

の
主
機
を
、
竣
工
順
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

球
磨
川
丸
　
一
八
九
〇
年
二
月
大
阪
鉄
工
建
造

英
国
製
二
連
成
汽
機

筑
後
川
丸
　
一
八
九
〇
年
五
月
三
菱
長
崎
建
造

長
崎
製
三
連
成
汽
機

多
摩
川
丸
　
一
八
九
〇
年
九
月
川
崎
造
船
建
造

川
崎
製
二
連
成
汽
機

木
曾
川
丸
　
一
八
九
〇
年
九
月
三
菱
長
崎
建
造

長
崎
製
三
連
成
汽
機

富
士
川
丸
　
一
八
九
〇
年
十
二
月
川
崎
造
船
建
造

川
崎
製
二
連
成
汽
機

信
濃
川
丸
　
一
八
九

一
年
二
月
三
菱
長
崎
建
造

長
崎
製
三
連
成
汽
機

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
の
日
本
の
造
船
界

は
、
前
述
の
よ
う
に
、
鉄
船
か
ら
鋼
船

へ
の
過
渡
期

に
あ
っ
た
と
同
時
に
、
レ
シ
プ
ロ
汽
機
が
、
工
連
成

（二
段
膨
脹
式
）
か
ら
三
連
成

（三
段
膨
帳
式
）
に

移
行
す
る
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

輸
入
三
連
成
汽
機
を
装
備
し
た
最
初
の
船
は

調
べ
つ
い
で
に
、
輸
入
品
の
三
連
成
汽
機
を
搭
載

し
た
国
産
第

一
船
も
確
認
し
て
お
こ
う
。

軍
艦
の
分
野
で
は
、　
一
八
九
〇
年
三
月
に
横
須
賀

造
船
所
で
完
成
し
た
通
報
艦

「
八
重
山
」
に
、
英
国

ホ
ー
ツ
ー
ン
・
レ
ス
リ
ー
社
の
三
連
成
汽
機
を
装
備

し
た
の
が
、
そ
の
哺
矢
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

商
船
の
世
界
で
は
ど
う
か
。

大
阪
商
船
の

『
八
十
年
央
』
を
見
る
と
、
前
出
の

一加
茂
川
丸
」
に
、
″輸
入
の
三
達
成
汽
機
が
は
じ

め
て
採
用
装
備
さ
れ
た
ク
と
あ
り
、
同
船
の
建
造
所

で
あ
る
川
崎
の
社
史
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
史
実
は
確

認
で
き
る
。
一日
本
近
世
造
船
史
や
は
、
こ
の
輸
入

主
機
の
性
能
を
絶
賛
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
四
年
後

の
一
八
九
二

（明
治
二
十
六
）
年
に
主
機
は
換
装
さ

れ
、
川
崎
製
の
三
連
成
汽
機
に
か
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
時
代
、
輸
入
品
の
三
連
成
汽
機
を
装
備
し
た

新
造
船
は
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

長
崎
造
船
所
が

「小
管
丸
」
に
自
社
製
の
二
連
成

汽
機
を
装
備
し
た
の
は
、　
一
八
八
三

（明
治
十
六
）

年
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
レ

シ
プ
ロ
汽
機
の
製
造
技
術
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
二

連
成
汽
機
の
同
産
化
は
、
わ
り
に
容
易
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

（山
田
　
迪
生
）
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